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研究課題名 アレルゲン特異的 IgE 抗体検査機器・試薬「ドロップスクリーン」の基礎的性能と

臨床症状の関係性の評価 

研究の意義・目的 本研究の目的は、アレルギー疾患の方に行う検査の一つである「ドロップスクリー

ン」という検査の精度や感度を、従来の検査と比較して評価したり、臨床症状と関係

性を調べるというものです。「ドロップスクリーン」は従来の検査より少ない血液で、

約 30 分という短時間でアレルゲン特異的 IgE 抗体検査ができるものですが、学術

的な評価がほとんどされておらず、現在は補助的な検査にとどまっております。本研

究で精度や感度に対する信頼や、臨床症状との関連性を調べることで、将来的にアレ

ルギー疾患の方が軽負担でスピーディーに治療できるようになる可能性があります。 

研究を行う期間 機関の長の実施許可日 ～ ２０２９年１２月 

研究協力を 

お願いしたい方 

（対象者） 

2020 年 2 月～202５年３月に大阪公立大学医学部附属病院の耳鼻いんこう科 

にアレルゲン免疫療法を希望して来院された方のうち、ドロップスクリーンとイム

ノキャップの検査結果がある方が対象となります。 

協力をお願いしたい

内容と研究に使わせ

ていただく試料・情

報等の項目 

診療情報を評価や関係性を調べるための解析に利用させてください。 

詳細項目：年齢、性別、診断名、病歴、主訴、検査時期、ドロップスクリーンやイム

ノキャップの検査データ（当院への紹介状に付属している情報も含む）、鼻症状スコ

アやアレルギーの主観的評価などの臨床症状の情報 

試料・情報を 

利用する者の範囲 

および管理について

責任を有する者の 

研究機関の名称 

この研究は、公立大学法人大阪 大阪公立大学大学院医学研究科 聴覚言語情報機能

病態学寄付講座のみで行います。 

【研究責任者】阪本 浩一 

本研究の 

利益相反 

利益相反の状況については研究者等が利益相反マネジメント委員会に報告し、その

指示を受けて適切に管理します。 

研究に協力を 

したくない場合 

診療情報が当該研究に用いられることについてご了承いただけない場合には研究対

象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも不利益を受ける

ことはありません。 

連絡先 大阪公立大学 医学研究科 聴覚言語情報機能病態学寄付講座 

担当者氏名：阪本 浩一 

電話番号：（06）6645-3871 

メールアドレス： gr-med-chokakugengo@omu.ac.jp 


